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副院長就任のご挨拶

マイタウン・マイホスピタル
～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれ合う病院に～
を当院の基本理念として、皆さまに信頼されるより良い病院を目指して参ります。

副
院
長
に
就
任
し
て

　
本
年
４
月
１
日
付
け
で
副
院
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
外
科
の
田
村
と
申
し

ま
す
。専
門
は
消
化
器
外
科
全
般
・
乳

腺
外
科
で
、
主
に
乳
腺
疾
患
の
診
療
を

し
て
い
ま
す
。１
９
８
８
年
３
月
に
慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
外
科
に

入
局
し
、
当
院
に
は
２
０
０
６
年
５
月

に
第
一
外
科
部
長
と
し
て
赴
任
し
現
在

に
至
り
ま
す
。

が
ん
や
災
害
に
対
処
出
来
る
中
核
病

院
と
し
て

　
周
り
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
14
年
、

向
上
心
を
持
っ
て
診
療
や
研
究
、
病
院

業
務
に
取
り
組
ん
で
く
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。乳
が
ん
の
患
者
さ
ん
が
自
主

的
に
立
ち
上
げ
た
患
者
会
（
マ
ン
マ
ぴ

あ
ル
ー
チ
ェ
）で
は
、
食
事
会
に
年
２
回

程
お
招
き
い
た
だ
き
、
普
段
の
忙
し
い

外
来
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に

な
っ
て
い
ま
す
。２
０
１
７
年
に
が
ん

診
療
対
策
推
進
室
の
仕
事
を
任
さ
れ
、

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
維
持

運
営
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。拠
点

病
院
の
維
持
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
基

準
は
益
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
特
に

院
内
の
努
力
だ
け
で
は
、
達
成
で
き
な

い
も
の
と
し
て
、
専
門
分
野
の
医
師
確

保
が
課
題
で
す
。ま
た
、
突
如
お
こ
り
う

る
大
規
模
災
害
や
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
よ
う
な
問
題
に
際
し
て
、
地
域

の
中
核
病
院
と
し
て
、迅
速
、適
切
に
対

処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
先
生
方
と
連
携
し
、
地
域
医

療
の
発
展
を
目
指
し
て

　
当
院
に
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
精
通

し
た
専
門
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、

専
門
チ
ー
ム
を
中
心
に
病
院
が
一
丸
と

な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、
職
員

一
人
一
人
が
、
病
院
を
構
成
す
る
重
要

な
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
お
互

い
を
尊
重
し
あ
っ
て
、
い
つ
で
も
協
力

で
き
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
深
い
信
頼
関

係
を
築
く
努
力
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。今
回
副
院
長
職
を
拝
命

し
、
幹
部
の
一
員
と
し
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。各
分
野
、

各
専
門
職
の
業
務
内
容
を
も
っ
と
勉
強

し
、理
解
し
て
、職
員
の
方
達
と
協
力
し

て
、
病
院
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
努

力
し
、
地
域
の
先
生
方
と
連
携
し
て
地

域
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
益
々

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

那須赤十字病院　副院長　田村　光

副院長　田村　光
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登録医紹介 木戸内科クリニック

院長　木戸　幸一

先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
当
院
は
大
田
原
市
内
に
開
業
し
て
い

る
内
科
、小
児
科
で
あ
り
ま
す
の
で
、か

か
り
つ
け
医
と
し
て
の
役
割
が
大
切
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
私
は
糖
尿
病
を
専
門
に
診

察
し
て
い
ま
す
が
、５
年
、10
年
と
長
く

見
て
い
る
う
ち
に
他
の
病
気
を
併
発
し

た
り
、
糖
尿
病
が
悪
化
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
際
の
医
療
連
携
と
し

て
、
那
須
赤
十
字
病
院
の
２
名
の
糖
尿

病
専
門
医
の
先
生
と
素
早
く
連
携
を
と

れ
て
い
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
外
に
出
か
け
た
り
す
る
こ
と

は
あ
ま
り
得
意
で
は
無
い
の
で
す
が
、

良
い
気
分
転
換
に
な
る
の
で
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、

気
軽
に
受
診
で
き
る
医
療
機
関
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。健
康

に
つ
い
て
の
ご
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、気
軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
も
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
内

科
で
あ
り
ま
す
が
「
ど
こ
の
診
療
科
に

行
っ
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
ど
こ
に

か
か
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

か
ら
内
科
に
来
た
」
と
い
う
患
者
さ
ん

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
の
際

に
詳
し
い
症
状
な
ど
を
伺
い
、
適
切
な

専
門
医
の
方
や
、診
療
科
、病
院
に
限
ら

ず
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
診
療
所
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
出
来
る
。そ
ん
な
か
か
り

当
院
と
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

地
域
の
方
々
、患
者
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　一
言
お
願
い
し
ま
す
。

毎
日
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、休
日
は

ど
う
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

●院長
木戸　幸一
●住所
大田原市美原2-2831-153
●電話
0287-20-3200
●診療科目
内科、小児科
●休診日
木曜日、日曜日、祝祭日

診療所の先生方はみなさんの健康を支えてくれる
心強いパートナー。こちらのコーナーでは日々当
院と連携いただいている登録医の先生を紹介して
いきます。
今回は｢木戸内科クリニック｣を紹介します。

診療科目：内科・小児科

つ
け
医
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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透 

析 

室

　
透
析
室
は
血
液
浄
化
療
法
と
し
て
血
液
透
析
を
対
象
に
透
析
療

法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
外
来
通
院
透
析
と
、他
院
で
の
緊
急
を
要
す
る
重
篤
な
合
併
症
の

入
院
・
ほ
か
に
手
術
や
検
査
を
目
的
と
し
た
入
院
な
ど
、地
域
で
の

拠
点
病
院
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
透
析
室
は
血
液
透
析
を
行
う
フ
ロ
ア
、感
染
症
を
扱
う
個
室
を
含

め
た
18
床
を
有
し
て
お
り
、毎
日
午
前
・
午
後
の
２
ク
ー
ル
体
制
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
医
師
・
看
護
師(

透
析
認
定
看
護
師
１
名)

・
臨
床
工
学
技
士
な

ど
で
チ
ー
ム
医
療
を
行
い
、安
全
で
質
の
高
い
透
析
治
療
を
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※1 選定療養費　紹介状を持たずに200床以上の病床を持つ医療機関にかかる際に必要な金額

　当院の看護部は約600人で構成されており、看護師・助産師・准看
護師・保育士と多種多様な人員で構成され、個々の患者さんの状態に
合わせた質の高い医療を提供します。第二回の今回は｢透析室｣を紹介
します
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　託児所で 1 年の無病息災を願い、子供達が元気に豆まきをしま
した。
　この行事は伝統文化と季節感に触れることを目的に毎年行って
おり、鬼に扮した保育士さんにむけて、新聞紙で作った大きな豆を
投げました。
　鬼と仲良くする子や大泣きしてしまう子もいましたが、先生扮
する鬼達を前に大興奮の様子でした。

託児所/2月3日（月）

豆まき2月

　那須赤十字病院後援会より、昨年度はジェルクッション 10枚が
　寄贈され各病棟に配置されました。現在の後援会の会員数は法
人 140団体、個人 209名です。公的医療機関として病院が適正か
つ円滑に運営されるよう御支援いただいております。

那須赤十字病院後援会/3月24日(火)

ジェルクッション10枚の寄贈3月

　本年度の那須赤十字病院入社式は新型コロナウイルスの影響を受け、中止の運びとなりました。
　新任の先生方・看護師・事務員には体調管理の徹底、感染症専門医や、院内感染防止対策委員会による院内感
染対策を徹底しております。
　当院はこれからも感染予防に努め、地域の皆様に安心して診療を受けていただけるよう地域医療の中心を担う
病院として、職員一同頑張ってまいります。

辞令交付式/4月1日（水）

新たな力が加わり新体制に4月

鬼に負けない強い子に育ちますように

後援会長玉木様より目録が贈呈されました

4/30（木）・5/1（金）・5/2（土）は通常診療いたします。

那須赤十字病院　2020ゴールデンウィーク開院日のお知らせ

日／曜 4/27
（月）

4/28
（火）

4/29
（水）

4/30
（木）

5/1
（金）

5/2
（土）

5/3
（日）

5/4
（月）

5/5
（火）

5/6
（水）

5/7
（木）

一般外来

※　一部の診療科によっては休診となる場合があります。
※　救急の場合は救命救急センターにご相談下さい。

2020年 4月
那須赤十字病院　院長
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ミニニュース
マイタウン・マイホスピタル
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プラタなす

基本方針
１．赤十字基本原則に則り、地域のための医療を提供します。  
２．患者さんの立場を尊重し、患者さんに信頼される病院をつく
ります。  

３．日々の研鑽を惜しまず、医療の質の向上に努めます。  
４．保健・医療・福祉施設との連携を密にし、地域医療の発展につ
くします。

　新年度も始まり暖かな春の陽気となりました。
　昨年度はイベントの中止や縮小など暗いニュースが続
きました。
　4月は新たなスタートと、出会いの季節でもあります。
　楽しく、皆さんが明るく過ごせるよう楽しい出来事が沢
山あることを願いつつ今年度も広報誌｢プラタなす｣をよ
ろしくお願いします。

総務課　秋元

基本理念
マイタウン・マイホスピタル

～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

編 集 後 記

　抽選で 3 名様に「CroKuma 救護服ぬいぐるみ」
「CroKumaナースぬいぐるみ」「赤十字マグカップ」をプ
レゼントいたします。
　以下の項目を明記のうえ、郵送・FAX・メールにてご応
募ください。

本誌へのご意見・ご感想をお聞かせください！

●応募先　
　郵　送 / 〒324-8686　大田原市中田原 1081-4
　　　　　　　那須赤十字病院　総務課
　　　　　　　　　　プラタなす第 29号　プレゼント係
　ＦＡＸ / 0287-23-3004
　　　　　宛先「総務課 プラタなす第 29号 プレゼント係」
　メール / nrchp@nasu.jrc.or.jp
　　　　　件名「プラタなす第 29号 プレゼント係」
●応募締切り　2020年 4月 30日 ㈭
　※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせて
　いただきます。

今月の表紙

　３月 24 日㈫に４人の臨床研修医の先生が初期研修を修
了されました。花束をお持ちの先生が修了なされた先生方
です。
　先生方は、これから他院や大学にて、より専門的な活動を
される予定です。
修了おめでとうございます。
　これからのご多幸とさらなるご活躍を、職員一同お祈り
申し上げます。

病院ホームページ バナー広告募集
　病院ホームページのトップページに広告を掲載し
ています。
■掲載位置
Ａ：全ページ左側の病院が指定する場所。
Ｂ：全ページ下部の病院が指定する場所。
■掲載寸法
Ａ枠：縦70ピクセル×横220ピクセル
サイズ　30KB以内
形式　ｇｉｆ，ｊｐｇ，ｐｎｇ形式
Ｂ枠：縦70ピクセル×横230ピクセル
サイズ　30KB以内
形式　ｇｉｆ，ｊｐｇ，ｐｎｇ形式
■掲載期間
一ヶ月を単位とし、最長1年
■募集枠
Ａ枠：3
Ｂ枠：4
■掲載料金
Ａ：15,000円/枠/月
Ｂ：10,000円/枠/月
■申込み・問合せ
総務課広報係　☎0287-23-1122（代表）
E-mail: nrchp@nasu.jrc.or.jp
ホームページアドレス：http://www.nasu.jrc.or.jp/

2020年度会員募集について
　日本赤十字社では、日本赤十字社の創立の月にあたる
５月を中心に、毎年赤十字会員増強運動を全国一斉に行
います。
　赤十字会員増強運動とは、一人でも多くの方々に日本
赤十字社の｢会員｣に加入していただき、赤十字の事業に
参加していただくための運動で、皆様からご協力いただ
く資金(会費)によって、日本赤十字社は国の内外における
災害活動を始め、血液事業や国際救援活動、社会福祉事業
などの数々の人道的活動を円滑に行うことができます。
　ご協力お願いします。
　○運動の期間
　令和2年5月1日から5月31日まで(地域によって6月、7
月になる場合もあります)
　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　那須赤十字病院　社会課
　
日本赤十字社の会員について
　赤十字の会員とは、日本赤十字社の目的に賛同し、
支援くださる方のことです。会員には、会費として年
額2,000円以上のご協力をいただくことにより、個
人・法人を問わず、どなたでも加入することができま
す。
　日本赤十字社の活動は、支援してくださる会員に
よって支えられているため、一人でも多くの方に会
員になっていただけるようお願いいたします。


